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■
講
演
者
…
…
橋
内　

武
（
桃
山
学
院
大
学
名
誉
教
授
）

■
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
…
…
マ
ー
ク
・
ウ
ィ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
（
本

学
日
本
研
究
所
専
任
講
師
）

■
司　

会
…
…
サ
ウ
ク
エ
ン
・
フ
ァ
ン
（
本
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
学
科
教
授
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
研
究
所
所
長
）

１
．
は
じ
め
に

―
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
法
と
言
語

こ
の
講
演
の
第
一
部
は
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
に
み
ら
れ
る
法

令
文
の
言
語
的
特
徴
を
探
る
も
の
で
あ
る
。
後
半
の
第
二
部
で
は
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
成
立
の
経
緯
と
そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
述
べ
る
。

兼
ね
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
発
信
人
が
蔑
ろ
に
す
る
人
権
に
つ
い
て

も
考
え
て
み
た
い
。

２
．
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
と
そ
の
言
語
的
特
徴

法
律
の
名
称
は
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
の

解
消
に
向
け
た
取
組
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」（
略
称
：
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
解
消
法
）
で
あ
る
。
本
法
は
参
議
院
の
議
員
立
法
で
あ
り
、
平
成
二

八
年（
二
〇
一
六
年
）五
月
二
四
日
、
公
布
・
施
行
は
平
成
二
八
年（
二

〇
一
六
年
）
六
月
三
日
で
あ
る
。
理
念
法
で
あ
る
た
め
、
禁
止
事
項
も

罰
則
規
定
も
な
い
。

こ
こ
で
は
「
こ
の
法
律
に
は
ど
の
よ
う
な
言
語
的
特
徴
が
あ
る
か
」

と
問
う
て
、
そ
れ
に
答
え
る
こ
と
に
し
よ
う
。
魚
住
ほ
か（
二
〇
一
六
）

に
載
る
条
文
を
見
な
が
ら
、
そ
の
顕
著
な
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

本
法
の
テ
ク
ス
ト
は
、〈
前
文
〉〈
名
称
〉〈
目
次
〉〈
第
一
章　

総
則

（
第
一
条
〜
第
四
条
）〉〈
第
二
章
基
本
的
施
策
〉（
第
五
条
〜
第
七
条
）〉

〈
附
則
〉と
い
う
構
造
を
な
す
。
法
律
全
体
と
し
て
は
、
前
文
・
本
則
・

附
則
の
三
部
構
成
で
あ
り
、
本
則
は
全
七
条
か
ら
な
る
。

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
文
は
ど
の
よ
う
な
言
語
機
能
を
果
た
し
て
い

二
〇
一
七
年
一
二
月
一
日　

開
催

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
に
み
る
法
と
言
語
の
諸
問
題 

橋
内　

武
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る
だ
ろ
う
か
。D

ell H
ym
es

（
一
九
七
二
）
の
七
機
能
説
の
枠
組
み
に

よ
れ
ば
、
法
令
文
に
は
つ
ぎ
の
四
機
能
が
確
か
に
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ

を
本
法
の
条
文
か
ら
例
示
し
よ
う
。

①　

指
示
的（directive

）―
第
三
条
〜
第
七
条
に
は
、
当
為
拘
束
的
モ

ダ
リ
テ
ィ
ー
が
含
ま
れ
る
。

②　

関
説
的（referential

）―
前
文
最
初
の
文
が
こ
れ
に
当
た
り
、
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
現
状
を
述
べ
る
。

③　

メ
タ
言
語
的
（m

etalinguistic

）
―
第
一
条
と
第
二
条
が
各
々
の

目
的
と
定
義
を
明
ら
か
に
す
る
。

④　

状
況
的（contextual

）―
前
文
最
後
の
文
は
、
本
法
が
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
解
消
の
宣
言
・
規
定
で
あ
る
と
謳
っ
て
い
る
。

２
．１　

第
二
条　

〜
不
当
な
差
別
的
言
動
と
は
〜

第
二
条
の
定
義
文
は
言
語
学
上
の
議
論
を
展
開
す
る
上
で
特
に
興
味

深
い
の
で
、
つ
ぎ
に
引
用
す
る
。

第
二
条　

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当

な
差
別
的
言
動
」
と
は
、
専
ら
本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
若
し
く
は
地

域
の
出
身
者
で
あ
る
者
又
は
そ
の
子
孫
で
あ
っ
て
適
法
に
居
住
す
る

も
の（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
本
邦
外
出
身
者
」
と
い
う
。）に
対

す
る
差
別
的
意
識
を
助
長
し
又
は
誘
発
す
る
目
的
で
公
然
と
そ
の
生

命
、
身
体
、
自
由
、
名
誉
若
し
く
は
財
産
に
危
害
を
加
え
る
旨
を
告

知
し
又
は
本
邦
外
出
身
者
を
著
し
く
侮
辱
す
る
な
ど
、
本
邦
の
域
外

に
あ
る
国
又
は
地
域
の
出
身
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
て
、
本
邦
外

出
身
者
を
地
域
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
煽
動
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
を
い
う
。

条
文
の
表
記
法
で
特
徴
的
な
の
は
、
句
点
の
用
法
に
無
標
と
有
標
の

二
類
型
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
本
法
第
二
条
を
参
照
し
な
が
ら
、
例
示

し
よ
う
。

①　

文
末
に
打
た
れ
る
（
無
標
）

 

「（
略
）と
は
、（
略
）不
当
な
差
別
的
言
動
を
い
う
。」
―
こ
の
表
記

橋内　武氏
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法
は
日
常
語
に
も
用
い
ら
れ
る
。

②　

括
弧
書
き（
以
下
・
・
・
と
い
う
。）が
後
続
語
句
に
接
続
す
る（
有

標
）

 

法
令
文
独
自
の
表
記
法
。「（
略
）
専
ら
本
邦
の
域
外
に
あ
る
国
又

は
地
域
の
出
身
で
あ
る
者
又
は
そ
の
子
孫
で
あ
っ
て
適
法
に
居
住

す
る
も
の（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
本
邦
外
出
身
者
」
と
い
う
。）

に
対
す
る
差
別
的
意
識
を
助
長
し
」（
以
下
略
）
―
こ
の
（
括
弧
書

き
）
を
法
律
上
は
略
称
規
定
と
称
す
る
。

条
文
語
句
に
あ
る
独
自
の
用
法
に
は
、
①
等
位
接
続
詞
の
階
層
性
と

②
名
宛
て
人（
主
語
）に
よ
る
動
詞
の
変
異
が
あ
る
。
等
位
接
続
詞
「
若

し
く
は
」（
小
さ
い
段
階
）と
等
位
接
続
詞
「
又
は
」
の
間
に
階
層
性
が

認
め
ら
れ
る
。
定
義
（
第
二
条
）
に
は
、「
専
ら
本
邦
外
の
域
外
に
あ
る

国
若
し
く
は
地
域
の
出
身
で
あ
る
者
又
は
そ
の
子
孫
で
あ
っ
て
適
法
に

居
住
す
る
も
の
」
と
い
う
長
い
名
詞
句
に
は
、「
Ａ
若
し
く
は
Ｂ
で
あ
る

者
又
は
Ｃ
」
と
い
う
構
造
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。

第
二
条
の
定
義
文
か
ら
は
、
何
が
焦
点
化
さ
れ
、
何
に
限
定
さ
れ
て

い
る
か
が
分
か
る
。

①　
「
本
邦
外
出
身
者
」
を
焦
点
化
し
た
た
め
に
、「
本
邦
内
出
身
者
」

が
非
焦
点
化
さ
れ
て
い
る
。

②　
「
不
当
な
差
別
的
言
動
」
を
焦
点
化
し
た
た
め
に
、「
不
当
な
差
別

的
取
扱
い
」
が
非
焦
点
化
さ
れ
る
。

③　
「
適
法
に
居
住
す
る
も
の
」
に
限
定
し
て
い
る
た
め
、「
不
法
に
居

住
す
る
も
の
」
を
排
除
し
て
い
る
。

法
令
文
は
一
般
に
抽
象
的
で
あ
る
。
本
法
で
「
差
別
的
言
動
」
と
は
、

（
民
族
）差
別
的
言
動
の
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
、「
不
当
な
差
別
的
言
動
」

だ
け
で
は
抽
象
的
で
具
体
性
を
欠
く
。
そ
こ
で
、
自
治
体
と
し
て
は
本

法
を
実
際
に
運
用
す
る
た
め
に
法
務
省
に
例
示
を
求
め
た
。
法
務
省
の

回
答
に
よ
れ
ば
、

①　

脅
迫
的
行
動
―
「
○
○
人
は
殺
せ
、
海
へ
投
げ
入
れ
ろ
」

②　

酷
く
侮
辱
的
な
言
動
―
「
ゴ
キ
ブ
リ
」、
隠
語
・
略
語
・
伏
せ
字

③　

排
外
的
言
動
―
「
日
本
か
ら
出
て
行
け
」「
祖
国
へ
帰
れ
」

を
指
す
。
こ
れ
ら
の
例
に
は
、
脅
迫
や
排
除
の
発
話
行
為
や
虫
け
ら
の

メ
タ
フ
ァ
ー
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
言
動
は
、
扇
動
的
で
あ
り
、
言

語
行
動
・
非
言
語
行
動
・
象
徴
表
現
が
一
体
化
し
た
も
の
で
あ
る
。

法
令
文
は
冗
長
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
両
義
性
を
排
除
し
、
明
確

さ
を
希
求
す
る
か
ら
で
あ
る
。

①　

第
二
条（
一
文
）の
文
字
記
号
は
二
三
三
を
数
え
、
句
読
点
と
括
弧

を
除
い
た
総
字
数
は
二
二
一
字
あ
る
。

②　

同
一
物
指
示（co-reference

）は
、
同
じ
語
句
の
繰
り
返
し
に
よ

る
。
そ
の
た
め
、
冗
長
に
な
る
。

③　

名
詞
化（nom

inalization

）の
活
用
・
多
用
が
認
め
ら
れ
、
法
令

文
で
は
名
詞
列
挙
の
傾
向
が
あ
る
。

法
令
文
の
構
造
は
、
複
雑
で
一
度
目
を
通
し
た
だ
け
で
は
理
解
し
難

い
。
こ
の
点
で
本
法
第
二
条
は
好
例
で
あ
る
。
こ
の
文
の
骨
子
は
「『
本
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邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別
的
言
動
』
と
は
、（
略
）を
理
由
と

し
て
、
本
邦
外
出
身
者
を
地
域
社
会
か
ら
排
除
す
る
こ
と
を
煽
動
す
る

不
当
な
差
別
的
言
動
を
い
う
。」
で
あ
る
。
解
く
カ
ギ
は（
略
）に
あ
る
。

な
ぜ
込
み
入
っ
た
分
か
り
難
い
構
造
を
な
す
の
だ
ろ
う
か
。

①　
（
略
）の
中
の
名
詞
句
構
造
が
長
大
か
つ
複
雑
で
あ
る
。
と
い
う
の

も
、「
目
的
」
に
か
か
る
修
飾
語
句
Ａ
と
「
旨
」
に
か
か
る
修
飾
語

句
Ｂ
と
い
う
二
つ
の
修
飾
語
句
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。

②　

主
語
「
○
○
と
は
」
と
動
詞
句
「
○
○
を
い
う
」
の
間
が
遠
く
離

れ
て
い
る
た
め
、
超
難
解
で
あ
る
。

２
．２　

第
三
条
か
ら
第
七
条
ま
で
〜
名
宛
て
人
（
主
語
）
と
動
詞
句
〜

名
宛
て
人（
主
語
）に
よ
る
動
詞
句
の
変
異
は
、
本
法
第
三
条
か
ら
第

七
条
に
か
け
て
認
め
ら
れ
る
。

第
三
条
「
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」（
努
力
義
務
）―
国

民
が
名
宛
て
人
（
主
語
）
の
場
合
で
あ
る
。
特
に
「
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
い
う
行
為
拘
束
的
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
に
注
目
し
た
い
。

第
四
条
に
お
い
て
使
わ
れ
る
動
詞
句
の
区
別
は
、
各
々
特
定
の
名
宛

て
人
（
主
語
）
と
対
応
し
て
い
る
。

 

「
す
る
責
務
を
有
す
る
」(

責
任
と
義
務
）
―
国
﹇
政
府
﹈

 

「
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」（
努
力
義
務
）
―
地
方
公
共
団

体
﹇
自
治
体
﹈

第
五
条
、
第
六
条
及
び
第
七
条
に
使
わ
れ
る
動
詞
句
も
、
各
々
特
定

の
名
宛
て
人
（
主
語
）
と
対
応
し
て
い
る
。

 

「
す
る
も
の
と
す
る
」（
義
務
）
―
国
﹇
政
府
﹈

 

「
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
」（
努
力
義
務
）
―
地
方
公
共
団

体
﹇
自
治
体
﹈

総
じ
て
、
義
務
で
あ
る
か
努
力
義
務
で
あ
る
か
は
、
名
宛
て
人
に
よ
っ

て
異
な
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

３
．
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法

―
成
立
の
経
緯
と
問
題
点
に
つ
い
て

つ
ぎ
に
第
二
問
に
入
る
。
本
法
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
立
し
た
か
、

そ
の
問
題
点
は
何
か
で
あ
る
。
ま
ず
は
、
在
日
コ
リ
ア
ン
な
ど
へ
の
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
歴
史
的
背
景
を
探
っ
て
み

る
こ
と
に
し
よ
う
。
つ
い
で
、
本
法
の
考
え
方
を
要
説
し
た
上
で
、
条

文
上
の
問
題
点
を
指
摘
す
る
。

３
．１　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
歴
史
的
・
社
会
的
背
景

嫌
韓
ス
ピ
ー
チ
は
な
ぜ
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
う
問
い

に
答
え
る
た
め
に
は
、
日
本
近
代
の
特
質
の
一
つ
で
あ
る
植
民
地
帝
国

の
様
相
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
在
日
コ
リ
ア
ン
の
オ
ー
ル
ド
カ

マ
ー
が
国
内
に
暮
ら
し
て
い
る
の
は
、
韓
国
併
合（
一
九
一
〇
年
）に
よ

る
植
民
地
化
の
結
果
で
あ
る
。
そ
こ
に
「
歴
史
認
識
」
と
「
戦
後
補
償
」

の
問
題
が
浮
上
す
る
。
こ
れ
ら
は
、
朝
鮮
人
虐
殺
・
従
軍
慰
安
婦
・
徴
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用
等
の
戦
争
動
員
を
含
む
植
民
地
支
配
・
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
記
憶

に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
な
お
日
韓
・
日
朝
関
係
に
く
す
ぶ
る
問
題
群
に
は
、
つ
ぎ
の
四

つ
が
あ
る
。

（1）　

日
韓
関
係
の
二
大
問
題
―
①
従
軍
慰
安
婦
・
徴
用
工
問
題
―
戦
後

補
償
と
②
竹
島
―
領
土
問
題

（2）　

日
朝
関
係
の
二
大
問
題
―
③
拉
致
問
題
と
④
核
・
ミ
サ
イ
ル
問
題

こ
れ
ら
の
未
解
決
外
交
問
題
を
在
日
コ
リ
ア
ン
に
当
て
付
け
る
傾
向
が

あ
る
。（
例
）
朝
鮮
学
校
、
高
校
教
育
無
償
化
制
度
か
ら
除
外
す
る
（
係

争
中
）。

ま
た
、「
在
日
特
権
を
許
さ
な
い
市
民
の
会
」（
以
下
、
在
特
会
）
の

い
う
「
在
日
特
権
」
の
内
容
に
は
誤
解
が
あ
り
、
正
当
な
議
論
と
は
言

え
な
い
。

①　

特
別
永
住
資
格
―
在
日
朝
鮮
人
の
地
位
は
、
日
本
国
籍
保
持
（
一

九
五
二
年
ま
で
）
「
特
別
在
留
」
「
協
定
在
留
」
「
特
例
永

住
」
「
特
別
永
住
」（
一
九
九
一
年
以
降
）と
い
う
経
緯
の
中
で

揺
れ
て
き
た
。

②　

年
金
問
題
―
在
特
会
が
言
う
よ
う
に
掛
け
金
を
払
わ
ず
に
年
金
が

受
給
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

③　

通
名
―
多
く
は
一
九
四
〇
年
の
「
創
氏
改
名
」
に
由
来
、
そ
れ
が

犯
罪
の
温
床
と
い
う
主
張
は
不
当
だ
。

④　

生
活
保
護
受
給
率
が
高
い
―
年
金
制
度
か
ら
除
外
さ
れ
て
い
た
時

期
が
あ
り
、
高
齢
無
年
金
者
が
多
い
。

結
局
、
在
特
会
の
い
う
「
在
日
特
権
」
と
い
う
フ
レ
ー
ム
は
、
根
拠
の

な
い
虚
構
で
あ
る
（
野
間
二
〇
一
五
）。

在
日
朝
鮮
人
に
対
す
る
民
族
差
別
と
し
て
記
憶
す
べ
き
事
件
に
は
、

つ
ぎ
の
五
つ
が
あ
る
（
梁
二
〇
一
六
）。

（1）　

関
東
大
震
災
に
お
け
る
朝
鮮
人
虐
殺
（
一
九
二
三
年
九
月
〜
）

（2）　

占
領
期
の
朝
鮮
人
弾
圧
事
件
（
一
九
四
五
年
〜
一
九
五
二
年
）

（3）　

朝
高
生
襲
撃
事
件
（
一
九
六
〇
年
代
〜
七
〇
年
代
）

（4）　

チ
マ
チ
ョ
ゴ
リ
事
件
（
一
九
八
〇
年
代
〜
二
〇
〇
〇
年
）

（5）　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
―
在
特
会
型
レ
イ
シ
ズ
ム
暴
力
（
二
〇
〇
七
年

〜
現
在
）

上
記
の
歴
史
的
・
社
会
的
事
実
に
加
え
て
、
下
記
の
三
つ
の
事
案
は

立
法
事
実
と
し
て
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
を
成
立
さ
せ
る
上
で
の

契
機
と
な
っ
た
。

（1）　

在
特
会
に
よ
る
京
都
朝
鮮
学
校
襲
撃（
二
〇
〇
九
年
一
二
月
四
日
、

他
二
回
）（
写
真
１
）

（2）　

ネ
ッ
ト
右
翼
に
よ
る
街
宣
（
二
〇
〇
九
年
開
始
、
二
〇
一
二
年
四

月
〜
二
〇
一
五
年
九
月
：
一
一
五
二
件
）
―
集
住
地
区
の
大
阪
市

鶴
橋
と
コ
リ
ア
タ
ウ
ン
、
川
崎
市
・
桜
本
、
東
京
都
・
新
大
久
保

な
ど
。（
写
真
２
）

（3）　

ネ
ッ
ト
へ
差
別
的
中
傷
記
事
の
投
稿
・
書
き
込
み
に
よ
る
拡
散
・

炎
上
―
Ｓ
Ｎ
Ｓ
「
ツ
イ
ッ
タ
ー
」「
２
ち
ゃ
ん
ね
る
」「
ニ
コ
ニ
コ
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動
画
」「YouTube

」
な
ど
で
煽
動
。

（1）
の
事
件
に
関
す
る
二
〇
一
一
年
四
月
二
一
日
京
都
地
裁
判
決
（
刑

事
訴
訟
）で
は
、「
差
別
的
憎
悪
表
現
は
、
人
種
差
別
撤
廃
条
約
で
禁
止

し
た
人
種
差
別
に
当
た
り
、
違
法
で
あ
る
」
と
い
う
司
法
判
断
が
下
さ

れ
た
。
ま
た
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
七
日
京
都
地
裁
判
決（
民
事
訴
訟
）

で
は
、
三
回
の
街
宣
に
対
す
る
一
二
二
六
万
円
の
損
害
賠
償
と
移
転
し

た
初
級
学
校
か
ら
半
径
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
以
内
で
の
街
宣
禁
止
を
命
じ

た
。
（2）
に
対
し
て
「
カ
ウ
ン
タ
ー
」
と
称
す
る
対
抗
集
団
が
ヘ
イ
ト
街

宣
の
阻
止
行
動
を
起
こ
し
た
。
二
〇
一
六
年
六
月
の
本
法
施
行
後
に
ヘ

イ
ト
デ
モ
は
や
や
減
少
し
た
も
の
の
、
（3）
ネ
ッ
ト
で
の
中
傷
は
続
く
。

３
．２　

立
法
化
の
経
緯
と
本
法
の
問
題
点

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
の
立
法
化
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
経
緯
が

あ
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
一
九
九
五
年
に
日
本
は
人
種
差
別
撤
廃
条
約
に
、

第
四
条
（a） 

（b）
を
留
保
し
て
、
批
准
・
加
盟
し
た
。「
日
本
国
憲
法
の
下

に
お
け
る
集
会
、
結
社
及
び
表
現
の
自
由
そ
の
他
の
権
利
と
抵
触
し
な

い
限
度
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
基
づ
く
義
務
を
履
行
す
る
。」
と

し
た
。
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
野
放
し
状
態
を
め
ぐ
っ
て
国
連
の
人
種
差

別
撤
廃
委
員
会
か
ら
勧
告
を
受
け
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
規
制
が
国
際

的
な
人
権
課
題
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

国
会
で
は
ま
ず
野
党
案
が
提
出
さ
れ
た
が
、
与
党
の
反
対
に
あ
い
、

写真1：勧進橋児童公園、隣接して朝鮮学校
があった（2016.7.3 橋内撮影）

写真 2： 多様なヘイトプラカード（師岡
2013： 1）
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不
成
立
に
終
わ
っ
た
。
つ
ぎ
に
、

（1）　

二
〇
一
六
年
四
月
八
日
に
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
案
が
、
与
党

か
ら
参
議
院
に
提
出
さ
れ
た
。

（2）　

五
月
一
三
日　

参
議
院
本
会
議
で
賛
成
多
数
で
議
決
し
た
。

（3）　

五
月
二
四
日　

衆
議
院
本
会
議
に
お
い
て
可
決
・
成
立
し
た
。

（4）　

六
月
三
日　

公
布
・
施
行
、
警
察
庁
通
達
が
都
道
府
県
警
察
庁
の

長
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。

（5）　

六
月
二
〇
日　

文
部
科
学
省
通
知
が
各
都
道
府
県
教
育
委
員
会
等

に
対
し
て
な
さ
れ
た
。

反
人
種
差
別
法
で
あ
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
と
日
本
国
憲
法
第

二
十
一
条
（
集
会
・
結
社
・
表
現
の
自
由
）
の
間
に
は
緊
張
関
係
が
生

じ
、
法
学
者
の
学
説
は
規
制
慎
重
論
と
規
制
積
極
論
に
二
分
さ
れ
る
。

①　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
は
対
抗
言
論
で
や
り
か
え
せ
ば
よ
い
（
表
現

の
自
由
市
場
論
）。

②　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
に
は
、
沈
黙
効
果（
弱
者
へ
の
萎
縮
効
果
）が
あ

る
（
師
岡
二
〇
一
三
：
一
五
七
―
一
六
一
）。

③　

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
言
論
で
は
な
く
、
弱
者
の
集
団
ま
た
は
個
人

に
対
し
、
そ
の
属
性
を
理
由
と
し
た
差
別
的
表
現
で
あ
り
、
表
現

に
よ
る
暴
力
、
攻
撃
、
迫
害
（
師
岡
二
〇
一
三
：
四
八
）
で
あ
る
。

本
法
の
問
題
点
と
し
て
は
、
対
象
者
の
限
定
と
対
象
の
限
定
に
よ
る

矮
小
化
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（1）　

対
象
者
の
限
定
と
は
、

①　
「
本
邦
外
出
身
者
」
に
限
定
す
る
た
め
、
本
邦
内
出
身
者
が
含
ま

れ
な
い
。

②　

適
法
居
住
条
件
を
設
け
た
た
め
、
不
法
に
居
住
す
る
も
の
が
弾

き
出
さ
れ
る
。

（2）　

対
象
の
限
定
と
は
、
本
法
の
対
象
が
「
不
当
な
差
別
的
言
動
」（
ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
）
だ
け
が
本
法
の
対
象
で
あ
り
、
不
当
な
差
別
的

取
扱
い
（
ヘ
イ
ト
ク
ラ
イ
ム
）
は
含
ま
れ
な
い
。

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
解
消
法
成
立
後
に
行
わ
れ
た
司
法
判
断
に
は
、
つ

ぎ
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

（1）　

地
裁
川
崎
支
部
「
ヘ
イ
ト
デ
モ
禁
止
の
仮
処
分
」（
朝
日
、
二
〇
一

六
年
六
月
三
日
）（
写
真
３
）

（2）　

大
阪
地
裁
賠
償
命
令
を
下
す

①　
「
女
性
中
傷
、
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
認
定　

在
特
会
に
賠
償
命
令　

大
阪
地
裁
」（
日
経
、
二
〇
一
六
年
九
月
二
八
日
）

②　
「
ヘ
イ
ト
デ
モ
一
日
六
〇
万
円　

禁
止
仮
処
分
男
性　

違
反
な
ら

制
裁
金　

大
阪
地
裁
決
定
」（
毎
日
、
二
〇
一
七
年
三
月
四
日
）

本
法
に
は
「
表
現
の
自
由
」
の
萎
縮
効
果
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
本

法
施
行
以
後
ヘ
イ
ト
街
宣
デ
モ
は
一
時
的
に
や
や
減
少
し
た
が
、
ネ
ッ

ト
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
へ
の
民
族
差
別
的
投
稿
・
書
き
込
み
は
続
い
て
い
る
。
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４
．
考
察
と
ま
と
め

本
法
の
限
界
と
し
て
、
二
つ
の
疑
問
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

①　

禁
止
条
項
も
罰
則
も
な
い
努
力
義
務
規
定
で
あ
る
。
そ
の
た
め
実

効
性
に
疑
問
が
あ
る
。

②　

参
議
院
法
務
委
員
会
附
帯
決
議
、
衆
議
院
法
務
委
員
会
附
帯
決
議

及
び
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
の
解
消
に
関
す
る
決
議
は
人
種
差
別
撤
廃

条
約
に
近
い
見
解
を
含
む
。
こ
れ
ら
の
決
議
に
あ
る
考
え
方
に
立

脚
す
れ
ば
、
包
括
的
人
種
差
別
撤
廃
推
進
法（
国
内
法
）を
制
定
す

る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。

近
年
の
時
代
状
況
は
、
右
傾
化
に
よ
る
復
古
的
国
家
主
義
が
蔓
延
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
傾
向
の
中
で
、
ネ
ッ
ト
右
翼
に
よ

る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ（
ネ
ッ
ト
・
襲
撃
・
街
宣
）が
大
手
を
振
る
っ
て
い

る
の
は
、
む
べ
な
る
か
な
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
、
不
当
な
差
別
的
言
動

に
対
し
て
様
々
な
対
抗
集
団
が
反
ヘ
イ
ト
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
き
た

の
は
、
日
本
の
民
主
主
義
に
と
っ
て
一
種
の
救
い
で
は
あ
る
。（
写
真

４
）最

後
に
、
船
木
（
二
〇
一
六
：
七
二
）
か
ら
名
言
を
引
い
て
話
を
結

ぶ
。「
も
し
ひ
と
が
、
自
分
よ
り
も
マ
イ
ナ
ー
な
ひ
と
び
と
を
非
難
す
る

の
な
ら
、
そ
れ
は
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

写真 3：川崎市桜本の社会福祉法人青丘社
（2016.7.1 橋内撮影）

写真4：ヘイトデモに抗議する人 （々週刊金
曜日1150号、表紙）
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そ
ん
な
卑
劣
な
こ
と
を
だ
れ
か
が
は
じ
め
れ
ば
、
そ
れ
を
止
め
る
た
め

の
卑
劣
な
手
段
が
必
要
に
な
り
、
や
が
て
は
社
会
全
体
や
国
際
関
係
を
、

憎
悪
や
蔑
視
や
暴
力
や
武
器
が
覆
い
つ
く
す
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。」
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